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したので世界史は全 くわからない-である｡ かれらは､入試で選択しなかった科目の無知は当然であり､正当化 しう













































































































































































ことになっている｡ ある大学の研究者がノーベル賞を受賞 したからといって､それを ｢わが大学が受賞したのだ｣と
いうことはない｡企業での研究成果が､企業の研究者のではなく､企業の成果として広報されるのとは大きい違いで
ある｡これは､企業だけではなく､一般の官公庁でも同様であるらしい｡たとえば､先日の北海道古平町の トンネル



















































おわリに :大学の属性としての多様性 ･不均一性 ･非定型性
筆者が､かつて大学の外から眺めていた大学の印象と､現在､大学の内側から眺めている大学の印象を､思いっく



























実には､日本の企業も多様性が新たな力であることに気づき始めている｡ 筆者は多様性 ･不均一性 ･非定型性こそが
大学の属性として最も大切なことのように考えている｡
末尾ながら､筆者のごとき大学における教育と研究の未熟者に執筆の機会を与えて下さった石村雅雄先生 (京都大
学高等教育教授システム開発センター)に感謝いたします｡
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